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Galiflet と Szabo により開発された脳内電位記録部位同定用の電極を破壊用に応用し，また問より下
部の尾側亜核では定位的あるいは用手的破壊も併用した。 25例は Fink-Heimer 法により，残り 5 例は
Marchi 法で変性線維を染色した。
実験例数は次の通りである。
上知覚核破壊 8 例( 2 例: Marchi 法， 6 例: Fink-Heimer法)
脊髄路核吻側亜核破壊 4 例(全て Fink- Heimer法)脊髄路核中間亜核破壊 4 例(全て Fink-Heimer 法)
。。

























5 )橋の味覚領野 (PTA, Norgren と Leonard '73) には上知覚核および脊髄路核吻側亜核から投
射が認められ，これらの核が味覚に対して何等かの関係を持つものであろうと思われる。
論文の審査結果の要旨
本研究はラット三叉神経終止核を，上知覚核，脊髄路核(吻側，中間および尾側亜核)に分類し，
これら諸核の下顎神経領野から二次経路がいかに上行するかについて解析を行ったものである。各亜
核の視床投射を含む上行路には差があることが明らかにされた点で，価値ある業績であると認める。
よって本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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